
　株主の皆様には、平素より格別のご支援ならび
にご厚情を賜り心より御礼申し上げます。
　当上半期（第2四半期連結累計期間）における
当社グループの業績は、旧古河スカイ（株）が旧
住友軽金属工業（株）と合併し、（株）ＵＡＣＪとして
持分法適用の関連会社となったことにより、売上
高と営業利益が大幅に減少しました。また、情報
通信事業やエネルギー・産業機材事業の海外事

業が改善しましたが、本年2月に発生した日光事業所における雪害の影響
や円安による原材料のコスト増加等があったことで、前年同期比では減
収・減益を余儀なくされました。 ※右グラフをご参照ください。
　このたびの中間配当につきましては、いまだ業績回復および財務体質
改善の途上にあることから、5月に公表しておりますとおり、見送りとさせ
ていただくこととなりましたこと、改めてお詫び申し上げます。なお、当下
半期は更なる業績改善に取り組むこと等により、当期の期末配当は、1株
につき3円を予定しております。
　当社グループといたしましては、昨年に引き続き事業構造改革と中期
経営計画（2013年度～15年度）での成長戦略※を、グループ一丸となっ
て完遂することで、収益性の底上げと今後のさらなる成長を図ります。
　皆様には、引き続きご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2014年12月

第193期 上半期 株主通信
2014年4月1日～2014年9月30日

みずほ信託銀行株式会社  証券代行部
〒168-8507  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話  0120-288-324（フリーダイヤル）

株主名簿
管理人
（連絡先）

上半期業績について株主の皆様へ

※「成長戦略」については、裏面をご覧ください。

古河電気工業株式会社
代表取締役社長

情報通信事業やエネルギー・産業機材事業の海外事業が改善したもの
の、軽金属事業が（株）ＵＡＣＪとして持分法適用の関連会社となったこと
に加えて、本年2月に発生した日光事業所での大雪被害の影響や、円安
による原材料コストが増加したことなどにより減収減益となりました。
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※2014 年12 月に発送した株主通信（ハガキ）を
　掲載しております。



証券会社等に口座をお持ちでない場合
（「特別口座」の場合）証券会社に口座をお持ちの場合

会社概要 （2014年9月30日現在）

古河電気工業株式会社
（Ｆｕｒｕｋａｗａ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｃｏ．， Ｌｔｄ.）
1896年6月25日
69,395百万円
45,938人（連結） 3,512人（単体）
64,828名
http://www.furukawa.co.jp/

商 号

設 立
資 本 金
従 業 員 数
株 主 数
ホームページ

株主メモ （各種お問い合わせ先）

（注）単元未満株式の買増制度・買取制度をご利用いただく際の当社に係る手数料は無料（金融機関の手数
料を除く）となっておりますので、本制度のご利用をご検討ください。

「各種お手続き」お取扱店
 ・住所変更
 ・配当金受取方法の変更
 ・相続による名義変更

など

「特別口座」では、単元未満株式
の買取・買増以外の株式売買は
できません。
証券会社等に口座を開設し、「株
式の振替手続き」を行っていた
だく必要があります。

「支払明細の発行」については、
下記までご連絡ください。
みずほ信託銀行㈱
本店および全国各支店
０１２０－２８８－３２４

通話料無料 土・日・祝日を除く
９：００～１７：００

未払配当金のお支払い

ご 注 意

単 元 未 満 株 式 の
買取・買増のお手続き（注）

「お取引されている証券会社」
までご連絡ください。

みずほ信託銀行㈱
本店および全国各支店

みずほ信託銀行 本店および全国各支店
みずほ銀行 本店および全国各支店

〒１６８－８５０７
東京都杉並区和泉２－８－４

みずほ信託銀行㈱ 証券代行部

配当金推移

5月9日の決算発表時に公表しておりますとおり、当社は、業績回
復および財務体質改善の途上にあり、単体の業績予想および利
益剰余金の水準なども考慮の結果、今期の中間配当につきまして
見送りとさせていただきますが、期末配当は３．０円の実施を予定
しております。
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（　　　　　　　　　　　）
みずほ信託銀行㈱ 証券代行部
０１２０－２８８－３２４

通話料無料 土・日・祝日を除く
９：００～１７：００

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

みずほ信託銀行㈱
本店および全国各支店
０１２０－２８８－３２４

通話料無料 土・日・祝日を除く
９：００～１７：００

成長戦略

インフラ／自動車市場での成長戦略の進捗

日光事業所の復旧状況

（　　　　　　　　）中間配当金について2014年4月1日から
2015年3月31日まで第193期

1 カナダで大型送電プロジェクト向けOPGWを一括受注

（　　　　　　　　　）電話でのお問い合わせ先

（　　　　　　　　　）郵 送 物 送 付 先

カナダ・ニューファンドランド島での同国最大級の送電
プロジェクトにて、光ファイバ複合架空地線（OPGW）※
および付属品等を一括受注しました。
当社グループは、成長が大きく見込まれる世界の環境イ
ンフラ市場に注力しており、今後もグループ各社の製品
とエンジニアリングを組み合わせたソリューション型の
提案を展開して参ります。

2 福島復興・浮体式ウィンドファーム
　 実証研究事業に参画
当社グループは、福島県沖での「浮体式洋上ウィンド
ファーム実証研究事業」に参画しており、第一期工事に
続いて第二期工事でも浮遊式の特高圧ライザーケーブ
ルを納入しました。

3 コロンビアで光ファイバケーブル製造会社の開所式を開催
南米コロンビアに同国初となる光ファイバケーブルの
製造工場を新設し、本年8月に開所式を開催しまし
た。開所式には、在コロンビア日本国大使をはじめ、
多数のコロンビア政府高官に出席いただきました。

4 アジア、南米で自動車部品事業の拠点を拡充
中国、フィリピン、インドネシア、インドで自動車用ワ
イヤーハーネスの増産体制を確立しました。この他、
ブラジルでもエアバック用コネクタの販売会社を設立
し、自動車部品事業のグローバル展開を強化してい
ます。

本年2月に発生した大雪により、日光事業所が被害を受け、銅条製品などの操業
に影響がありました。現在、復旧作業を鋭意進めており、年明けの全面復旧に向け
た作業が順調に進んでいます。

引用元：福島洋上風力コンソーシアム

※光ファイバ複合架空池線；架空高圧送電線を落雷から保護するために設置されている
架空地線（避雷用アース線）の内部に光ファイバを実装した製品です。




